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：余1等；分離iノ男’性「ホルモン」二幅1テ

（第1報 第2編）

  金澤讐科大學小見科教室

警學博論泉  、仙 、野

州學博士村田群：一郎
讐二士 山  田  義  孝

    （昭和11年11月3日受附）

            第1項 分離物質ノ本態二就テ

 二等ハ前編二記述セル如ク，牛睾丸ヨリ男性「ホルモン」様作用アル物質ニシテ然カモ在來

知ラレタル「ホルモン」トハ異リタル物質ヲ略純粋二分離スルコトヲ得タリ．

 但シ以上ノ物質ハ假忘八微隷下二軍一一ナル結晶形ヲ示ストモ直二之レヲ以ツテ有効物質ソ

レ自身ナリトハ断ズルコト能ハズ．彼ノ「ヴィタミン」D獲見ノ歴史等ヨリ考フルモ之ノ結論

ハ愼重ナルヲ要ス可シ．

 勿論余等ノ場合＝アリテハ幾度トナク再結晶法ヲ行ヒタルモノニシテ再結晶法ニヨリ却ツ

テ其ノ有効度ノ増加スルが如キ感ヲ與へ少クトモ其ノ作用ノ減弱或五心失ヲ見ザルヨリ考フ

レバ此ノ物が有効物質ソレ自身＝非ザルナキヤヲ思ハシムルモノアリ．然レドモ最後ノ解決

油化學的性歌二心ヅク研究ニヨル可ク叉化學的構造ヲ明カニシテ始メテ其ノ本態ヲ明瞭；シ

得ベキナリ．

 以上ノ見解ノ下＝余等ハ更二本物質ノ無明＝ツトメ，此等物質ノ精細ナル槍査ヲ行ハント

セルモ余等ノ微：力元ヨリ之レヲ能クセザルヲ以ツテ適當ナル化學者ノ援助ヲ求メントセリ．

幸本學附驕藥學專門部教授淺野三千三博：士ハ此等物質二類似ノi類脂禮或ハ「ステリン」ノ化學

二精通セラル・ニョリ，就イテ此ノ分析ヲ依頼セリ．然ルニ淺野博士ハ自己ノ教務並＝研究

ノ多忙ナル＝拘ラズ，之レヲ快諾セラレ僅二20籔薩二過ギザル物質ヲ以ツテ其ノ分析＝從事

セラレ，結果余等ニトツテ驚ク可キ成績二到達セラレタリ．印チ其ノ分析結果ヨリスレパ本

物質ハC．H．0／3元素ヨリ成り其ノ化學組成ヨリ見レバ「ステアリン酸」ノ「グリセIJ ・一ド」

ニシテ之レヲ要スルニ「トリステアリン」二丈ナラズトノ事ナリキ．

 斯ノ如キ微量ノ物質ヲ以ツテ能ク其ノ組成ヲ明カニセラレタル同博士ノ熱心ト學識技術ニ

ハ唯敬服ノ感アルノミナレドモ此ノ成績ヲ聞キ得タル當時余等ハ唯呆然タルノミナリキ．余

等が数年ノ時日ヲ費シ苦心惨憺途二特殊ノ物質ヲ分離シ園丁リトシテ霧二得意ナリシ物質ハ

量計ランヤjx ＝動物「ステアリン」＝過ギズトノ結論ヲ得タルナリ．「ステアリン」ガ動物及人

罷ノ組織脂肪ノ主成分タルコトハ勿論周知ノ事實ニシテ彼ノ皮下脂肪ノ如キ其ノ大部分が此
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ヨリ成ルコトハ既二知ラル、庭ナルヲ以ツテ彼此合セ考フル時ハ余等ノ苦心分離ハ輩二睾丸

ノ組織脂肪ヲ分離セルS過ギザル結果トナル．此ノ成績ハ余等ヲ落謄セシムルコト：甚シク幾

日力唯悶々ノ情ヲi禁ズルコト能ハザリキ．

 然レドモ此ノ闇叉沈思熟考ヲ重ヌル＝勲等分離ノ物質ノ純度＝ハ相當ノ自信アリ，共ノ生

物作用モ反覆實験謎明ヲ経タル虞ノモノニシテ若シ分析結果ヲ眞ナリトスレバ動物組織ヨリ

分離セル「ステアリン」ソレ自身二斯ノ如キ特殊作用アリトノ結論二到達セザル能ハズ．ヨツ

テ進ンデ此ノ黙ヲ明記ニセントシ先ヅ純粋ナル「ステアリン」二就キ共ノ作用ノ存在ノ有無ヲ

試ミント企圖セリ．

 幸淺野博士ノ好意ニヨリ同氏ヨリ正忌ノモトニ於テ「オレイ：ン」ヨリ水素附加ニヨリ合成セ

ラレタル純「ステアリン」ヲ分譲セラレタ・Vヲ以テ之レヲ以ツテ同檬余等ノ牛去勢難二就キ實

験ヲ行ヒタル昌其ノ作用三々綾ナレドモ同ジク威績陽性ナルヲ見タリ．ヨツテ三二自ラ二三

ヨリ分離シ精製セル「パルミチン」ヲ以テ試験ヲ試ムルニ叉同様成績陽性ニシテ而カモ「ステ

アリン」二三シテ二二張力ナルカノ感アリ．

 弓庭二至ツテ始メテ余等ハ此等脂肪ノ有効ナルコトノ点出ヲ得ル＝至レリ．

           第2項 脂肪酸ヲ以ツテ母物試験

 以上ノ如ク「ステアリン」及ビ「パルミチン」ノ有効ナルコトハ知ランタルが斯ノ如クニ者伺

｝ノ作用ヲ襲揮スルノ黙ハ興味ナキニ非ラズ．其ノ作用機上ヨリ考フレバ其ノ構成分子ノ共

通ナルモノが其ノ作用ヲ護揮スルモノト考フルヲ至仁トス可シ．今是等物質ノ組成ヲ考フル

嵩此等脂肪ハ勿論「ステアリン」酸或ハ「パルミチン」酸ノ「グリセリード」シテ爾者共通ナル分

子ハ「グレセリン」ナリ．依ツテ「グリセリン」蔚ツキ其ノ作用ノ有無ヲ槍スルニ豫期二反シ成

績陰性ナリ．ヨツテ更二「ステアリン」酸ニツキ試験ヲ試ムルニ果然成績陽性ナリ．愈々勇氣

ヲ得テ「パルミチン」酸ヲ試ムルニ之レ叉同様陽性ノ成績ヲ得タリ．       ”

．以：上成績9リシテ余等ハ三二「ステアリン」，「パルミチン」等ノ脂肪ト同三二カル脂肪酸ノ

「ホルモン」様霊歌ノ存スルコトヲ知ルヲ得タリ．

 而シテ批等脂肪酸ノ有効ナル事忌二立脚シ種々思ヒヲ廻ラス＝其ノ化學構造式ヨリ推論シ

テ類似ノ構造式ヲ有スルー般飽和脂肪酸ノ同様有効ナル可キゴト推察セラル冠虞ナルヲ以ツ

テ以下一kソレ等各種脂肪酸＝就キ試験ヲ行ヒタル＝回想ノ如ク何レモ有効ナルヲ知ルヲ得

タリ．    、

晶晶ノ成績ヲー括表示ろレバ次ノ如シ．

         飽和脂肪酸（C。H2， P2＝C，，H2。＋ic6211）成績表

 酸   名

識     酸

酷     酸

プロ、ピオソ酸

分子式
C H2 02

C2 H4 02

C3 Hc， 02
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          余等分離メ舅性「張ルモシ』二就イテ

  酪      酸       C4 Hs 02      －7，9。

  纈  草  酸       C5 HIQO2     －58，5

   イソー纈草酸      Cs HtOO2     －51。

   カブロン酸   C6H1202   －1，5。

  ヘプチール酸     C7 H1402     －10。

   カプリール酸       Cs Hi602      16，5。

   ノニール酸   Ct H1802   12，5。

   カプリン酸   CtoH2002   31，40

   ウンデテール酸      C11H2202      28。

   ラウリソ酸   C12H2102    44e

   トリデーテル酸     C13H2602     40，5

   ミリスチン酸     CL4HasO2      54。

   ペンタデテール酸     C15H3002      51。

   ペルミ≠ソ酸    C16H3202    62，6。

   マルガリン酸     Ct7HStO2      60。

   ステアリン酸     ClsH3602     69，3。

   ア ラ ヒ ン酸       C20H4002        77。

   ペーヘン酸   C22H4402    84。

   リグノセリ酸    C24H4802    80，5。

   セロチソ酸   C26H5202   78，5。

          不飽和脂肪酸（C，，H2。＿202＞成績表

   油      酸       C18H3402       14。

＋”囎馳ナルモノー ?f囎麗ナ’レモ7
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 但シ飽和脂肪酸ト難モ低級ナルモノ＝至ルトキハ其ノ酸1生度強キ爲メカ難ハ疹痛ヲ感ズル

モノノ如ク時二元氣ヲ失ヒ食慾ヲ減ジ難冠ノ肥大弓張ハ不著明ナルヲ見タリ又最モ低級ナル

「プ・ピオン酸」ノ如キ私記ンド作用現ハレズ，酪酸，蟻酸等ハ元ヨリ刺戟彊クシテ之レヲ皮

下二鷹用スルヲ得ザリキ．

 大艘ヨリ云ヘバ籐リ高級ナルモノ或ハ鯨リニ低級ナルモノハ作用弱ク「パルミチン酸」前後

ノモノ最モ彊力ナリ．之レ絵リ＝高級ナルモノハ其ノ溶解性少ク從ツテ吸牧悪シク又低級ナ
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ルモノハ其ノ刺戟彊ク動物ノ衰弱ヲ來ス爲メナラン．

 術興味アル事實ハ以上飽和脂肪酸屡ノ何レモ有効ナルニ樹シ不飽和脂肪酸二於テハ此ノ作

用ノ存セザルモノノ如ク少クトモ「オレイン酸」＝アツテハ全ク其ノ作用現ハレズ．此ノ事實

ハ始メ記述セル如ク純「オレイン」ヨリナル杏仁油昌其ノ作用ナキ事實ニー致ス・

 余等ハ以上ノ如ク迂飴曲折ヲ維タソドモ結果飽和脂肪或ハ其ノ組成ヲナス飽和脂肪酸鴎二

「ホルモン」様作用ノ存スルコトヲ誰スルヲ得タリ．但シ當時未ダ他ニーーモ三献ナキ時代ナリ

シヲ以ツテ實ハ余等ハ唯不思議ナル現象ヲ高見シ得タリトノ感ヲ抱クノミ＝シテ尚牟信孚疑

ノ域ヲ脆スルコト能ハザリキ．

 斯ノ如キヲ以ツテ余等ハ更＝之ノ事實ヲ各方面ヨリ高話セントシ之レヲ去勢セザル普通動

物或ハ三三二二用セバ如何トノ考ヘノモトニ先ヅ幼若ナル雄性ノ白鼠或ハ幼二二注射ヲ試ム

ルニ何レモ成績陽性ナルカノ観アリ．少クトモ髄重三二比シ著シク増加シ元高モ増シ二二於

テハ劃照二比シ早ク難冠ノ肥大ヲ來スヲ見タリ．由ツテ更＝人三鷹用ヲ企テ先ヅ難其ノ他ノ

動物二蓮績多量ノ注射ヲ行ヒテ認ム可キ副作用ナキヲ謹シタル後更二研究者等自身注射ヲ試

ミテ其ノ毒性ノ存セザル事ヲ確メ然ル後希望ノ三二分譲其ノ試験ヲ乞ヘリ．

 幸當時余等ノ第1報告ノ薪聞二韓載セラル・ヤ其ノ試用ヲ希望スルモノ多カリシヲ以ツテ

其ノ二三ナル入々＝試用ヲ乞ヒ，何vモ此等脂肪酸ヲ油＝溶解セルモノヲ隔日或ハ1週間1

－2回ノ聞隔ヲ以ツテ皮下二注射ヲ行ヒタリ．

 其ノ成績ヨリスレバ高齢ナルモノヲ除キ注射＝ヨリ多クハ多少トモ性慾ノ充進ヲ來シ性器

ノ勃起力彊盛トナリ且ツ疲勢感モ減邊シ紳経衰弱二三分解浩，食慾モ増シ，睡眠可良トナル

ト云フ。

 但シ陰萎患者二於テハ作用不充分ナルモノアリ．又三三ハアルモノハ低下シ或ルtノハ攣

化ヲ認メズ．28et ＝至ルモ睾丸ノ獲育不良ニシテ性交不完全ナリシモノ長期連山使用ニヨツ

テ睾丸ノ獲育良好トナリ尋常＝＝至レルモノアリ．精紳力モ可良トナレリト云フ．而カモ殆ン

ド隔日注射晶々1ケ年二亘ルニ拘ラズ何等ノ副作用ヲ認メズ今日モ街使用ヲ綴績中ナリ．

 斯ノ如ク三等ハ次第二本物質ノ生物作用ニツキ確信ヲ得ツ・アルトキ，二際シ偶々：瑞西バァ

ゼル化學工業倉肚「ドクトル」ミーシェル氏ノ同様脂肪酸有効読出デ・余等ノ成績ノ決シテ二

二非ラザルコトヲ知ルヲ得タリ．

 同氏等ハ去勢セル白鼠ヲ使用シ之レニ男性「ホルモン」，「テストステロン」ト「パルミチン」

酸トヲ同時二注射スル時ハ其ノ白鼠ノ撮護腺及ビ精嚢ガ「テストステロン」ノミヲ注射セル時

二比シ其ノ肥大率ノ大ナル事實＝立脚シ各種脂肪酸ヲ試験セル結果何レモ此等脂肪酸が著シ

ク「ホルモン」ノ作用ヲ増張スル事實ヲ護見シ且ツ進ンデ此等作用ハ此等脂肪酸ガ「ホルモン」

ト結合シ其ノ作用ヲ増彊モシムルモノナルコトヲ誰明セリ．

 其ノ作用：方法ノ如何ハ暫ク置キ其ノ成績ハ殆ンド余等ノ成績＝一致スルモノニシテ二三方

法ノ異ル＝拘ラズ東西殆ンドー致セル成績＝到達セルハ興味アリトス可シ．

 叉余等ノ實験ヨリスレバ脂肪酸ト「アルカリ」トノ化合物帥チ石鹸化セラレタルモノハ其ノ

                  ［ 165 ］
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作用ヲ失フコトヲ知ルヲ得タリ．此ノ事實ハ本物質ノ経口的二二ノ不可能ナルヲ考ペシムル

モノニシテ理論上ヨリモ門地慮用上ヨリモ重要ナル毛ノノーナリドズ．

         第3項脂肪酸ノ作用方法島關スル考察

 前述ノ如クミーシエル氏ハ去勢白鼠ヲ使用シ脂肪酸ノ同様有効ナルヲ讃明ジ；且ヅ此ノ際

無生「永ルモン」ヲ併用スル時ノミ作用ノ護i現スルヨサ見テ，贈肪鹸ノ俸用ヲ以ツデ，「ホルC

培ン」トノ共同作用三ヨリ「ホルモン」ガ其メ作用ヲ増彊スルモノナラントシ，更二髭等脂肪

酸トノ「エステル」ヲ合成之ノ事忌ヲ直証的二詮明スルニ至レリ．

 回し二三ツテ是レヲ観ル時ハ庇ノ事實ハ今日疑フノ籐地ナキが如シ．  ”

撚レドモ品等ノ實験ヨリ見ルトキハ之ノ事實以外此等物質が直接睾丸ヲ刺戟シテ，其ノ機

                      イ能ヲ増進セシムル作用モ存スルが如ク考ラル．帥チ本物質ハ完全去勢難ニハ作用全ク現ハtン

ズ且ツ前屈二記述ノ三二成績ヨリ二二ナル如ク，一度肥大ヲ始メタル難冠ハ，1年忌ハ数ケ

月ヲ四過スルモ縮少スルコトナク増大シ叉其♪儘存在ス．

 若シ「ホルモン」ト「エステル」形威ノミニゴルモノトスレバ，注射セル脂肪酸ノ溝失スル時

ニハ，二三ハ叉再ビ縮少ヲ來ス可キ理ナリ∴

 蓋シ鼻面ノ「ホルモン」研究者ノ詮明スル塵ニョレバ在民知ラル・「ホルモシ」作用ハー般

二，一ﾟ1生ニシテ之レが補給ヲ中止スル時ハ難冠ハ旬日ヲ出デズシテ速二縮少ヲ來Xヲ元則

トズルブ以ツナナリ． ヅ ㌦        ・

L尤モ注射溶媒が可ナリ永久皮下二面存スル事ハ既述ノ如クナレド藪ケ月1ケ年＝及ンデ猶

存在スルコトハ勿論無ク皮下ヲ開キテ槍スルコトニヨリ容易二之レヲ詮スルコトヲ得ペシ．・

 伺三等八此等關係ヲ詮スル二軸斯ノ如ク陽性ノ成績ヲ得タル難ニツキー定ノ時期ノ後記ノ

腹腔ヲ開キテ残存鮫ル睾丸ヲ摘出シ其ノ組織的検査ヲ行ヒ同時二注射セザル劃照孕去勢難三

シテ難詰ノ増大七ザルモノノ淺存睾丸トノ比較ヲ行うユ爾者ノ間二相當ノ相違アリ．乳

 注射難ム於テハ何レモ睾丸ノ機能充進ニー致ズル像ヲ認メ肉眼ニテ既二分布血管ノ努張，・

充血ヲ認メ組織槍査ヨリハ盛ンナル精綜産生ヲ見ルニ反シ封照難二於テハ多ク萎縮攣性ヲ見

ルゴ塾多キヲ維験セリ．

 但シ興味アル事實一樹照トシテ唯溶媒タル杏仁油ノミヲ注射セル場合二於テモ輕度ナレド

毛尚多少ノ攣化テ認ムルコトアツテ，例令ヒ正面ソ．レ自身ニハ其ノ作用現ハレザルモ庇ノ植

物油二何等力刺戟作用ヲ有スル毛ノナルヤモ知ル可カラザルヲ思川シム．

 何レニスルモ以上成績ヨリ考フルトキハ此等ノ脂肪或ハ脂肪酸類ガ「ホルモン」作用ヲ雨湿

セ趣ムル外一面二於テ睾丸ソレ自身ヲ刺戟シテ其ノ機能ヲ増進セシムル作用ヲキ有スルモノ

 ト考フルヲ至當トス可キカ． t／    L  9’   ・ ご

此等二三スル動物實験成績二就イテハ何レ更二精査ノ上項ヲ改メテ報告ズル虞アル訂シ．

 但シ此ノ場合篭於テモ此等物質が果シテ睾丸ソレ自身二直接作用スルモノナリや或ハ他内

分泌腺二作用シテ間接二作用スルモノナリヤ，等ノ問題昌至リテハ今俄二知ルコトヲ得ズ．
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附圖2

  泉・村田・山田論文附囲
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余等分離ノ男性「ホルモン」二就イテ ． 1201

將卒ノ研究二侯ツ可キモノトス．

              第4項総括的考察

 余等ハ以上記述ノ如ク「ーホルモン」様物質ノ分離二成功シ且ツ其ノ物質ノ脂肪或ハ脂肪酸二

外ナラザルコトヲ知ルヲ得タリ．唯余等ハ早ク此ノ事實ヲ知ルヲ得タル＝拘ラズ瑞西ミーシ

越氏ニヨツテ先＝報告セラル、庭トナリタルハ余等ニトツテ多少遺憾ノ感無キニ非ラザレ

ドモ其ノ事實ハ愈々確詮セラレタルモノ予ス可ク余等モ叉此ノ黙二於テ満足トスル庭ナリ．

 其ノ作用方法ノ黙二就イテ實験方法ノ相違ヨリシテ多少ノ見解ノ相違ノ無キ＝非ラザルモ

其ノ生物作用ノ成績＝至ツテハ爾者殆ンドー致セルハ誠二奇トス可キカ．

 ’尚本物質ハ其ノ性歌ヨリ明カナル如ク眞正ノ意味ノ「ホルモン」ニハ非ラザルコト勿論ニシ

テ動植物界ニモ廣ク存在スルヨリ見レバ寧ロ性「ヴィタミン」ノー・一一pt F解可キヲ至當トス可

シ．

終りニ臨ミ余等ノ實験ヲシテ今日アラシメタル淺野教授二封シ深ク敬意ト感謝ノ意ヲ表シ，伺組織

像ノ所見ニツキ示敢リ賜ハリタル病理學教室申村敢授賄二本實験二種々便宜援助ヲ與ヘラレタル本

院藥局長塚本博士二巴シ深厚ナル謝意ヲ表ス．
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